
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

11月 
囲みの日は、 
図書館・公民館の休館日です。 
住民サービス室は、土・日・祝日は
閉庁します。ただし、8:30～17:15 の

間で死亡届等の提出は可能です。 

10月 

通常休館時の図書の返却について 

ぶらっと正面玄関横の返却ポストをご利用くだ
さい。CD・DVD・町外から借りた図書は、図
書館開館中にカウンターへ直接返却してくださ

い。 
○10/7～10/31 の休館時 
火曜日を除く 8:30～17:00の間 
公民館カウンターにて、返却手続 
きができます。 

 

 

 

 

◎空調設備更新工事にともない、10月 7日～12月 17日まで全室、空調設備が 
ご利用いただけません。 また、期間中、部屋別に貸館制限期間を設けております。 

◎貸館などで館内を利用される人は、各団体や各自において感染対策をお願いします。
アルコール消毒液や拭き取りペーパーが必要な場合は、窓口でお渡しします。 

 
 
  
 

 

〒917-0382 福井県大飯郡おおい町名田庄久坂 3-21-1   

   
 

◆名田庄公民館 
(開館 9:00～22:00) 

☎0770-67-3250 

◆名田庄図書館 
(開館 9:00～18:00) 

☎0770-67-3703 

◆住民サービス室 
(開庁 8:30～17:15) 

☎0770-67-2222 

おおい町里山文化交流センター 検索 おおい町立名田庄図書館 検索 

※ 

４日(金) 出張図書館（あっとほ～むいきいき館） 

      11:00～11:30 【図書館】 

６日(日) おはなしのへやとミニ工作 
         11:00～11:30 【図書館】 

１０日(木) 読書会「源氏物語を読む会」（随時メンバー募集中） 

     13:30～15:00 【図書館】 

１７日(木) 出張図書館（あっとほ～むいきいき館） 
      11:00～11:30 【図書館】 

★１９日(土) きのこ観察会 2024 
      10:00～12:00 【公民館生涯学習推進委員会事業】 

★２８日(月) スポーツリズムジャンプ（３回目/全４回） 
18:00～19:00 【公民館】 

10/7～10/31 

・正面玄関は使用できません。 

・図書館は休館します。 

＊10/12～10/31は、火曜日を除き、 

本の貸出しは可能です。 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ 

きのこ観察会 2024(10/19) 

 

 

きのこの名前、特徴、発生状況など、 
講師の方に前年の様子と比較していただ
きながら勉強します。かわいく、楽しく、不
思議なきのこの世界を楽しみましょう。 
 

 

定員：１５名程度 参加費：１００円 
 

 

【詳細はチラシ、または名田庄公民館まで】 

ご不便をおかけします 〔里山文化交流センター空調設備更新工事が始まります（10/7～）〕 

 

里山文化交流センターの 

正面玄関の利用制限 

部屋別貸館制限 について 

名田庄図書館の 

休館 

休館中の資料貸出し について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                

 

 

 

                         

 

 

気になることがあったら→0770-56-0110(小浜警察署) 

突然のポップアップにあわてない。 

 

８月に公民館事業の『旧鯖街道踏破体験学習』に名田庄小

学校５年生の皆さんと参加しました🐟開催するまでは、熱

中症警戒アラートが連日発令する酷暑のなかを子どもた

ちは２５キロも歩けるのだろうか？と大変心配しました

が、そんな心配をよそに子ども達は元気に歩き、最終地点

の出町桝形商店街に笑顔でゴールしました🐠また、今年

は５年ぶり１泊２日での開催🐡宿泊先の鞍馬寺では頂く

命についてのお話をうかがい静かに食事をとり、早朝には

本堂で『心の書（こころのふみ）』を奉読し、御勤めをしてい

つもの時間の流れとは違う非日常を味わい、私自身、心の

視野が広がる素敵な体験となりました🐟子どもたちはど

んな事を感じたのかな？、大人になってこの日をどんな風

に思い出すだろう？何か心に残る体験になってくれたらう

れしいです。（ゆ） 

 

 

公民館雑記帳 

絶対に連絡せず、家族や警察に相談してください。 

インターネット閲覧中に、“いきなり”、（時には警告音つきで）

表示されるポップアップ。「有料会員登録完了・入会金○万円」

や「ウイルスに感染しました・すぐに次に連絡」など、不安感を

あおったり、何らかのアクションを強制したりするメッセージに

あわてますが、詐欺です。 

それでも連絡をしてしまうと、「登録済み。支払いのために、コンビニで電子マネ

ーを○万円分」、「ウイルスを無効にするため、コンビニで電子マネーを○万円分」

購入し、番号を教えるように言われますが、詐欺です。 

「電子マネー」の言葉がでたら詐欺を疑いましょう。 

挑戦!! 「京は遠ても十八里」 

今回は名田庄小学校５年生１４人による 

１泊２日の旧鯖街道踏破体験学習を紹介します。 

名田庄小学校５年生が「旧鯖街道踏破」に挑み

ました。 

夏空の下、名田庄小学校を出発し、京都市街ま

での約７５kmのうち、２５kmを歩きました。 

今回は５年ぶりに鞍馬寺での宿泊体験も復活！

鯖街道ゴール地点の出町桝形商店街では、くす玉

で温かく出迎えられ、皆で元気にゴールしました。 

子どもたちの感想から〔抜粋〕 
・山の中をみんなで歩くのは楽しかったけど、（山坂
道は）とてもしんどかった。 

・だんだんきつくなってきて、途中、もう歩けないか
と思った。家に帰りたいと思った。 

・慣れてきて行けると思ったけど、鞍馬寺までの最後
の１kmの階段はとてもきつかった。 

・昔の人はもっと重いサバを持ちながら乗り物も使わ
ず歩いていてすごい。 

・歩き終わってみんなで食べたお昼がおいしかった。 
・出町桝形商店街の方の歓迎がうれしかった。 
・源義経が歩いた山は、すごくたいへんだった。 
・バスや電車にみんなで乗れて楽しかった。 

１日目 

２日目 

名田庄小学校前⇒八ケ峰家族旅行村⇒ 

五波峠⇒京都府田歌⇒鞍馬寺泊 

鞍馬寺⇒貴船口駅⇒出町柳駅⇒ 

出町桝形商店街⇒京都御苑⇒帰宅 

鞍馬寺 心の書（ふみ）の奉読 

 
２日目出発 

鯖街道口石碑にて 
電車に乗ったよ 

京都御苑にて閉会式 

五波峠にて 

途中の河原にて あ～気持ちいい！ 

つかれた～ 

到着まで あと少し 

みんなでがんばろー！ 

 

鞍馬寺 

山門にて 

 
ご協力いただいたボランティアの皆さんありがとうございました。 

 

パワースポット 

鯖街道踏破 



 

 名田庄小倉区の木村さんを講師に迎え、
音楽に合わせてジャンプをする運動を楽し
みました。リズムに合わせて体を動かすこ
とで、運動能力の向上を目指します。 
 １１月までの最終月曜に開催しています
ので興味があれば“ぶらっと”まで・・・ 

フォークソンググループ「ザ・ナターシャセ

ブン」の主要メンバーとして活躍され、このほ

ど亡くなられた高石ともやさん。 

ご家族で昭和44年～昭和58年の14年

間名田庄村下に住まわれ、昭和 57年には名

誉村民第 1号に…。 

当時の名田庄村で、地域住民として・保護

者として・マラソンランナーとして覚えておら

れる方も多いでしょう。 

〔展示資料から〕 

高石ファミリー 

in名田庄村💛 

 

作ったカメ 

こども家族館職員
によるクラフトづくり
体験、名田庄図書館職
員による読み聞かせ
の会、DVD 上映会な
どで夏休みのひと時
を楽しみました。 

図書館では高石さんを偲び、レコードや関連著作だけでなく、名田庄での暮らしの

様子などの記録写真を展示しています。県内外から見に来られたファンの皆さんは、

「高石ともやさんは私の青春そのものでした。来てよかった！」と偲んでいらっしゃ

いました。レコードもお聞きいただけます。展示してある集合写真には、「若かりし頃

の○○さん」も写っていますよ。是非見に来てください。 

 

 

 

              

  

 

                                                                      

                

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆風に揺る陶風鈴のやはらかな音が響きくる梅雨開けの朝      （治部ひろみ） 

◆姉弟久びさ集ひ亡き父母の思ひ出語る二十五回忌          （小城とし子） 

◆見上ぐれば風船かずらほのゆれて暑さ和ます風鈴のごと       （下中みさを） 

 
 

  スポーツリズムジャンプ 〔公民館〕 8/2６ 

 

 

イベントスケッチ 

（公民館・図書館） 

 

 夏休みお楽しみ会 〔図書館〕 8/23 

  子ども食堂 8/9・8/19 

 

 

“ぶらっと”活動室にて、
有志による子ども食堂が
開催されました。参加者は
おいしい食事と会話を楽し
みました。 

友達と小さなたらいの中で楽し
く遊んでいます！ 
「子どもは遊びの天才だ～」 

～追悼高石ともや特集～ 〔図書館〕 9/1～10/6 

詳細はコチラ⤵ 

カッパの話にみんな夢中！ 

日時：11月 9日（土）午後 7時 30分～午後 8時 30分 

場所：さきやま会館（名田庄三重） 

対象：小中学生とその保護者  定員：10組 

内容：星空案内人 中塚一成さんの協力のもと月と土星を観測します。 

 

 天体望遠鏡で「月」と「土星」を見よう！ 〔図書館〕  

しの 



 

 

特集の紹介 

一般書 

コミック 

※新着本の一部を掲載 

しています。HP でも 

検索・予約できます。 

ホームページ URL http://townohi-lib.jp/natasyo/ 

Instagram アカウント @natasho_library 

『下町サイキック』      吉本 ばなな  

『夏のピルグリム』       高山 環      

『バーニング・ダンサー』     阿津川 辰海  

『タクシー運転手のヨシダさん』佐野 和哉   

『鹿鳴館の花は散らず』     植松 三十里  

『赫夜』                   澤田 瞳子     

『籠の中のふたり』           薬丸 岳 

『修羅の国の子供たち』    田村 和大    

『孫のトリセツ』         黒川 伊保子      

『みたてのくみたて』       田中 達也 

『裁判員 17 人の声』   牧野 茂・大城 聡/編著  

『世界の適切な保存』     永井 玲衣 

『ひだりポケットの三日月』  三上 大進 

『中学生から知りたいパレスチナのこと』 

      岡 真理・小山 哲・藤原 辰史                  

『るるぶ鉄道ミュージアムに行こう!』 

  

『あわあわジャングル』 片平 直樹/作 高畠 那生/絵 

『恐竜のあたまの中をのぞいたら』大島 英太郎/作 

『ぼくが子どものころ戦争があった』 

田中 幹夫/原作 寮 美千子/文  真野 正美/絵 

『森のこびとコノリーとへんてこなとりドードー』  

                   みむら はるこ/作 

『にじ』 武田 康男/監修 写真 小杉 みのり/構成 文   

『うつくしいってなに?』最果 タヒ/作  荒井 良二/絵 

『保護ねこものがたり』大塚 敦子/著 

『シンプルとウサギのパンパンくん』 

マリー=オード ミュライユ/著 河野 万里子/訳 

『消えた校長先生』西村 友里/作  大庭 賢哉/絵 

『ビーカーくんのなるほど理科室用語辞典』 

                  うえたに夫婦/著 

『うちのキチント星人』 

                佐藤 まどか/作 中田 いくみ/絵 

『あの日、ヒロシマで』  さすらいのカナブン/著 

 

『ただいま。おばあちゃん』枇杷 かな子/著 

         

絵本 

小説 

児童書 

PICK UP! 

大人 ：芸術の秋 

   ：秋の料理本 

   ：映像化された小説 

   ：図書館員が勝手におすすめするコーナー 

 

子ども：あきのえほん 

   ：ハロウィン 

   ：お月さまの本 

雑記帳 
10 月 7 日～11 日に“蔵書点検”を行います。 

この期間は本の貸出ができません。 

～そもそも、“蔵書点検”ってなに？～ 

図書館の本はそれぞれ住所が決まっています。 

「日本十進分類法」という方法で、本を仲間に分けて

数字をつけ、さらに五十音順に並べられています。 

“蔵書点検”では、書架にある本の情報を 1 冊ずつ

バーコードで読みとっていきます。（現在約 7 万冊） 

全て読み取りを終えたら、間違った住所にある本や

行方不明の本を特定し、正しい場所に戻したり、地

道に探し出す作業を行います。 

“蔵書点検”は、皆さまに気持ちよく図書館を利用し

てもらうためにとても大切な作業なのです。 

ご不便おかけしますが、よろしくお願いいたします。 


